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	応用
	抗原情報
	背景
	PtdIns、PtdIns4P、およびPtdIns(4,5)P2をリン酸化し、特にPtdIns(4,5)P2を優先的にリン酸化する。ホスホイノシチド3キナーゼ（PI3K）は、イノシトール環の3位にあるホスファチジルイノシトール誘導体をリン酸化し、3-ホスホイノシチドを生成する（PubMed:15135396）。ATPとPtdIns(4,5)P2（ホスファチジルイノシトール4,5-ビスリン酸）を用いて、ホスファチジルイノシトール3,4,5-トリスリン酸（PIP3）を生成する（PubMed:15135396）。 PIP3 は、AKT1 や PDPK1 などの PH ドメイン含有タンパク質を膜にリクルートすることで、細胞の成長、生存、増殖、運動性、形態に関わるシグナル伝達カスケードを活性化する重要な役割を果たします。CXC​​L12、スフィンゴシン 1-リン酸、リゾホスファチジン酸などの G タンパク質共役受容体 (GPCR) リガンドによる刺激を受けて AKT1 が活性化されます。下流の受容体チロシンキナーゼにも作用する可能性があります。安定した血小板接着と凝集のためのさまざまなシグナル伝達経路に必要です。GPCR、α-IIb/β-3 インテグリン (ITGA2B/ITGB3)、および GP6 などの ITAM (免疫受容体チロシン活性化モチーフ) 保有受容体によって引き起こされる血小板活性化シグナル伝達に役割を果たします。収縮力の細胞内伝達に必要な ITGA2B/ITGB3 活性化受容体の接着強度を調節します。 F2（トロンビン）およびトロンボキサンA2（TXA2）によって誘導される血小板凝集に必要。細胞生存に役割を果たしている。細胞遊走に役割を果たしている可能性がある。オートファゴソーム形成の初期段階に関与する。PtdIns3P（ホスファチジルイノシトール3-リン酸）の細胞内レベルを調節し、PIK3C3キナーゼ活性を活性化する。脂質キナーゼ活性とは独立して、オートファジーを正に制御する足場として作用する可能性がある。脂質キナーゼ活性が不要な足場タンパク質としてインスリンシグナル伝達に役割を果たす可能性がある。細胞増殖の制御およびクラスリン介在性エンドサイトーシスにおいてキナーゼ非依存的な機能を果たす可能性がある。PTENを欠損する細胞株における発癌性シグナルのメディエーター。発癌性形質転換における役割には脂質キナーゼ活性が不可欠である。ERBB2およびRAS駆動性腫瘍の増殖に必要。
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	（1）293細胞溶解物、（2）マウス脳溶解物におけるPI3キナーゼp110ベータ発現のウェスタンブロット分析。

